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本研究は, 進路決定時期の中学生の時間的展望が進路意識・及び学校適応感に与える影響について検討することを目的と
して行われた｡ 中学３年生65名 (男子35名, 女子30名) が参加した｡ 質問紙は, 古川他 (2001) の中学校における進路意識・
環境適応に関する質問項目, 白井 (1997) の時間的指向性質問項目および時間的展望体験尺度が使用された｡ 主な結果は次
の通りである｡
分散分析を行ったところ ｢サポート認知｣ のみに主効果がみられた｡ 法による下位検定の結果, ポジティブな現在
指向＞ネガティブな未来指向, ポジティブな未来指向＞ネガティブな現在指向, ポジティブな未来指向＞ネガティブな未
来指向という結果が得られた｡
重回帰分析を行ったところ ｢過去受容｣ が ｢適応感・自己効力｣ に, ｢希望｣ が ｢サポート認知｣ と ｢進路選択｣ に影響
を及ぼしていたことが明らかとなった｡
以上の結果について学校心理学の観点から検討がなされた｡
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問題と目的
多くの中学生にとって高等学校への学校移行は, 生ま
れて初めての進路選択をした結果として行われるもので
あり, 進路選択は不登校やいじめの問題とは異なり, ほ
ぼ全ての生徒が直面する問題である (永作・新井, 2005)｡
さらに, 義務教育である中学校とは異なり, いくつかの
地区の中学校から選抜された生徒が集まるので, 中学校
では学業面やスポーツなどで人並み以上の能力を示し,
十分適応的にやってきたものも, 新しい学校環境の中で
は, 自分の能力に疑問を抱いたり, 劣等感を持ったり,
不適応に陥る可能性は大きく, その上学業面での競争は,
中学校時代よりさらに厳しくなり, この時期の学業成績
は, 大学入試や就職など, 自分の一生のかなりの部分を
決定する進路に直接的に関係している (古川・小泉・浅
川, 1992) という｡
文部科学省 (2009) の ｢生徒指導上の諸問題の現状に
ついて｣ によると, 2008年度の高等学校における中途退
学者は66226人であり, その内の487％にあたる32234
人が１年生である｡ 中途退学に至る理由としては ｢学校
生活・学業不適応｣ が391％で最も多い｡ また, 長期欠
席者中における不登校生徒数は53024人であり, その内
の348％にあたる18459人が中途退学に至っている｡ こ
れらの報告を概観すると, 中学校から高等学校への学校
移行がスムーズに行われていない生徒が相当数存在して
おり, 高等学校における生徒の学校不適応問題は深刻で
ある｡
比較的平均的な公立中学校の３年生を対象として, 高
等学校移行時における学校適応に関する調査を12月に行っ
た古川・松川・浅川・上地 (2001) によれば, ①中学校
における進路意識と学校適応感に関して ｢自信喪失・低
サポート群｣ ｢低進路意識・成績不満群｣ ｢他者依存・学
校生活不満群｣ ｢高自己効力・適応群｣ の４パターンが
見出せること, ② ｢高自己効力・適応群｣ の方が ｢自信
喪失・低サポート群｣ よりも高校進学後の適応感がよい
ことが明らかにされ, ③高校進学を控えた中学３年生や
高校新入生には, 個々人やグループことの進路指導・生
徒指導が有効であり, 自己効力やソーシャルサポートに
重点を置いた指導や教育が生徒の高校入学後の不適応へ
の予防効果につながることを示唆している｡ その上で,
調査対象が1中学校だったことで結果解釈の一般化には
注意が必要であり, 規定要因についても実際の成績, 進
路成熟度, 未来展望などの要因の可能性を課題として指
摘している｡
また, ほぼ全員が４年生大学, 短期大学, 専門学校に
進学する進路が多様な公立高校３校の１年生を対象とし
て, 進学動機と学校適応に関する調査を５月, 10月, ３
月に行った永作他 (2005) は, ①自律的な進学動機を有
して高等学校に進学することが, 進学後の学校適応の高
さにつながる可能性があること, ②一見自分で進路を決
めているように見えていても, 外的な圧力や報酬, もし
くは不安や恥からの回避によって動機づけられた高校進
学の場合, 高等学校において不適応感を感じる可能性が
高いこと, ③動機づけのない状態での高校進学の場合,
高等学校における不適応感につながる可能性が高いこと
を明らかにし, さらに都筑 (2009) は, 中学生が高校生
活に対して持っている期待の感情は, 実際に高校に進学
した後に, 積極的な活動を進めていく上で重要な役割を
果たすことを明らかにしている｡
以上のように先行研究からは, 現在の状況や将来に対
する意味づけや見通しを持つことが, 進学後の学校適応
につながっていることが明らかにされている｡ そこで本
研究では, 中学生の時間的展望や時間的指向性 (注：時
間的指向性とは, 過去・現在・未来の相互関係について
の信念体系によるところの過去・現在・未来の重要性の
順序づけ (白井, 1997) のことであり, 最も重要な時間
とその選択理由によって区分される) が進路意識・学校
適応にどのような影響を及ぼすのかということを検討し,
進路決定時期における中学生の効果的な支援のための知
見を得ることを主たる目的とする｡ “時間的展望”とは,
ある与えられた時に存在する個人の心理学的過去および
未来についての見解の総体 (, 19511979) のこと
であり, 白井 (1997) によれば, 見通しのある人とない
人の違いを心理学的に説明しようとするときの概念で,
広義には個人の現在の事態や行動を過去や未来の事象と
関連づけたり, 意味づけたりする意識的な働きで, 特に
人生に関わるような長期的な時間的広がりのある場合を
さす｡
白井 (1997) は, 職業選択と時間的指向性のタイプの
関係について大学３年生を対象にした質的分析の結果,
｢ポジティブな未来指向｣ は目標が明確で, その実現の
ための現実的な努力をするタイプ, ｢ポジティブな現在
指向｣ はその時々の重要な出来事が大切であり, 職業選
択はそれによって大きく左右されるタイプ, ｢ネガティ
ブな未来指向｣ は希望があるが職業的目標が漠然として
いて, 興味を示すものがあってもそれを職業的目標にす
ることがなく現実的努力に欠けるタイプ, ｢ネガティブ
な現在指向｣ は職業的目標が不明確で, その場その場を
引きのばし, 今が楽しければよいとする刹那主義的傾向
があり, どうしても何か決めなければならないときになっ
て決断する受動性, 他者への依存性が見られるタイプを
であり, 時間的指向性は職業選択行動と関連することを
明らかにした｡ 以上のような大学３年生の特徴をそのま
ま中学３年生にあてはめることはできないが, 中学３年
生の高校進学期における進路意識・進路選択行動を時間
的指向性・時間的展望の面から検討することは, 中学校
の教師にとって進路指導や進路相談の場面における有意
時間的展望と中学生の進路意識 
義な知見を得るものであると思われる｡
方 法
研究協力者 兵庫県Ａ市内のＢ中学校と中学校の３
年生65名 (男子35名, 女子30名) が本研究に研究協力者
として参加した｡
調査内容 ①中学生の進路意識・環境適応に関する質問
紙：移行期の中学３年生の進路選択への意識状態, およ
び主として学校環境への適応を測定するため古川他
(2001) によって作成された中学校における進路意識・
環境適応に関する質問項目が使用された｡ この質問項目
は, 教育環境適応尺度 (小泉, 1986), 学校不適応に関
する調査質問紙 (宮崎, 1996), 中学校ソーシャルサポー
ト尺度 (岡安・嶋田・坂野, 1993), 進路意識に関する
質問紙 (松川, 1991) を参考にして, １名の大学教官と
4名の現職教員によって策定され, ｢進路選択の決定・相
談にかかわるもの (５項目)｣ ｢学習成績への満足度と学
習への効力感にかかわるもの (５項目)｣ ｢周囲の人々か
らのサポートの認知 (５項目)｣ ｢日常の適応感・自己効
力にかかわるもの (５項目)｣ の４領域20項目で構成さ
れていた｡ 各質問項目への反応方式は, ｢まったくその
とおりだと思う (４点)｣ から ｢まったくそうではない
と思う (１点)｣ までの４段階評定であった｡
②時間的展望に関する質問紙：白井 (1997) の時間的指
向性質問項目を使用して, ｢過去・現在・未来｣ から一
番大切な時を選択させ, その選択理由を自由記述で求め
た｡ あわせて, 中学生の時間的展望を測定するため, 白
井 (1997) による時間的展望体験尺度が使用された｡ 質
問は ｢目標指向性 (５項目)｣ ｢希望 (４項目)｣ ｢現在の
充実感 (５項目)｣ ｢過去受容 (４項目)｣ の４領域18項
目で構成されていた｡ 各質問項目への反応方式は, ｢あ
てはまる (４点)｣ から ｢あてはまらない (１点)｣ まで
の４段階評定であった｡
調査時期および手続き 調査は 2010年１月下旬に実施
された｡ 実施方法は, 学級担任によって中学校の教室に
おいて配布されてその場で実施・回答された｡ 調査にあ
たって研究協力者には, ①学校の成績とは無関係である
こと, ②調査結果は研究目的以外にはいかなる用途にも
供しないこと, ③回答したくない質問には回答しなくて
もよいことが提示された｡
結 果
中学生の進路意識・環境適応に関する質問項目 各領域
の基本統計量を1に示す｡
時間的展望体験尺度 下位尺度得点の基本統計量を
2に示す｡
時間的指向性質問項目 質問に対する回答を白井
(1997) の分類方法に従い ｢ポジティブな未来指向｣ ｢ネ
ガティブな未来指向｣ ｢ポジティブな現在指向｣ ｢ネガティ
ブな現在指向｣ ｢過去指向｣ の５タイプに分類した｡ な
お, 未来と現在を選択した者の時間的指向性の評定の妥
当性を調べるために, 研究の目的を知らない心理学を専
攻する大学院生に記述の評定を依頼し, その一致率を求
めたところ一致率は8253であった｡ 評定が異なった
ものについては協議し評定を行った｡ 中学生の進路意識・
環境適応に関する各領域の基本統計量を3に示す｡
時間的指向性が中学生の進路意識・環境適応に与える影
響 時間的指向性が中学生の進路意識・環境適応に与え
る影響を検討するために, 中学生の進路意識・環境適応
に関する各領域の平均得点を従属変数, 時間的指向性の
群を独立変数とする１要因の分散分析を行った｡ その結
果, ｢サポート認知｣ のみに主効果 (	(4
57)413
01)
がみられ, 法による下位検定の結果, ポジティブ
な現在指向＞ネガティブな未来指向, ポジティブな未来
指向＞ネガティブな現在指向, ポジティブな未来指向＞
ネガティブな未来指向であった｡ (“＞”は５水準で
有意差があったことを示す｡)
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1 進路意識・環境適応各領域の平均値 (標準偏差)
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2 時間的展望下位尺度の平均値 (標準偏差)
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3 時間的指向性によって分類された各群の平均値 (標準偏差)
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 16 25.3 12.44 (1.55) 13.75 (3.24) 12.88 (2.47) 13.13 (2.33)
	
 2 3.1 12.00 (1.41) 15.00 (0.00) 15.00 (1.41) 17.50 (0.71)
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中学生の進路意識・環境適応質問項目と時間的展望体験
尺度との相関 中学校における進路意識・環境適応に関
する質問項目の ｢学習関係｣ ｢適応感・自己効力｣ ｢サポー
ト認知｣ ｢進路選択｣ の各領域と時間的展望体験尺度の
下位尺度である ｢目標指向性｣ ｢希望｣ ｢現在の充実感｣
｢過去受容｣ との相関を求めた (4)｡ その結果,
｢学習関係｣ と ｢目標指向性｣ ｢希望｣ の間, ｢適応感・
自己効力｣ と ｢希望｣ ｢現在の充実感｣ ｢過去受容｣ の間,
｢サポート認知｣ と ｢目標指向性｣ ｢希望｣ ｢現在の充実
感｣ ｢過去受容｣ の間, ｢進路選択｣ と ｢目標指向性｣
｢希望｣ ｢現在の充実感｣ ｢過去受容｣ の間にそれぞれ正
の有意な相関がみられた｡
時間的展望の中学生の進路意識・環境適応に対する重回
帰分析の結果 時間的展望が中学生の進路意識・環境適
応に与える影響を検討するために, 中学校における進路
意識・環境適応に関する質問項目の ｢学習関係｣ ｢適応
感・自己効力｣ ｢サポート認知｣ ｢進路選択｣ 得点を基準
変数, 時間的展望体験尺度の下位尺度である ｢目標指向
性｣ ｢希望｣ ｢現在の充実感｣ ｢過去受容｣ 得点を説明変
数とする重回帰分析を行った (5)｡ その結果, ｢過
去受容｣ から ｢適応感・自己効力｣ に対する標準偏回帰
係数が有意であった｡ また, ｢希望｣ から ｢サポート認
知｣ と ｢進路選択｣ に対する標準偏回帰係数が有意であっ
た｡
考 察
時間的指向性と中学生の進路意識・環境適応 過去・現
在・未来の重要性の順序づけを示す時間的指向性から中
学生の進路意識・環境適応をみると, ネガティブな未来
指向やネガティブな現在指向を持つものよりもポジティ
ブな未来指向やポジティブな現在指向を持つものの方が
周囲からのサポートを強く感じていることが明らかとなっ
た｡ 進路を決定しなければならないという時期におかれ
ている中学３年生にあっては, 学校の教師や親を含めた
家族, 友人からの支えが大きいことが, 未来や過去との
関連をふまえた上で, 目標の実現に向けて現在を大切に
することにつながるといえよう｡ 今回の研究協力者の
411％がネガティブな未来指向やネガティブな現在指向
に含まれており, この結果は過去や現在からの逃避的傾
向や閉塞的な心理状態 (白井, 1997) を反映していると
考えられ, 教育的観点からすれば, その意味ではこうし
た生徒に対する心理教育的な援助の必要性が認められた
といえる｡
時間的展望の中学生の進路意識・環境適応に対する影響
重回帰分析の結果, ｢過去受容｣ が ｢適応感・自己効力｣
に影響を及ぼしていることが明らかとなった｡ 白井
(1997) によれば, 過去受容とは今までの出来事や体験
を現在の自我の中に位置づけることができるかどうかと
いう受容の次元でとらえられるものであり, これが位置
づけられていないときには後悔や無関心となって表れる
という｡ こうした過去受容が日常の適応感や自己効力に
影響しているということは, 過去の成功体験や失敗体験
から日常の学校生活をどのようにすごしていくかという
方策や, 悩みや困った出来事に対しても解決するための
知識や経験を持っていることが学校生活への適応につな
がっていると考えられる｡
さらに ｢希望｣ が ｢サポート認知｣ と ｢進路選択｣ に
影響を及ぼしていることが明らかとなった｡ 白井
(1997) によれば, 希望とは未知なものに対する不安と
対をなすものであり自分に対する自信であるという｡ 希
望と同じく未来をとらえるものとしての目標指向性があ
るが, 目標指向性は具体的な目標の実現とそれと対をな
す予測不可能性 (自分との関連づけの失敗) であり, 希
望は目標指向性を越えるものであるとして両者の違いを
示している｡ したがって, こうした希望が周囲からのサ
ポートを強く感じることや進路選択時の相談を重要視す
ることに影響しているということは, 目標実現に向けて
の自身の具体的な方策に迷いや不安を感じている中学生
にとって, 未来に対する希望が周囲からのサポートを受
け入れ, 進路選択の決定につながるものであると考えら
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4 進路意識・環境適応に関する質問紙の各領域と
時間的展望体験尺度の下位尺度との相関
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



	


 


   .339 .115
   .469 .220
 !"#$   .447 .200
%&'(   .507 .257
	

)*+,
- N.001-?†- <.10
れる｡
｢目標指向性｣ と ｢現在の充実感｣ は ｢学習関係｣
｢適応感・自己効力｣ ｢サポート認知｣ ｢進路選択｣ のい
ずれにも影響を及ぼしていなかった｡ 目標指向性は先述
のように具体的な目標の実現とそれと対をなす予測不可
能性 (白井, 1997) であり, 中学生にとって未来の自分
をイメージすることやそのためにどのようにしていけば
いいのかといったことは考えにくいためであろう｡ また,
現在の充実感についても, 現在は未来との関連でとらえ
られる傾向がある (白井, 1997) ことから, 未来をイメー
ジすることが難しく目標実現のための方策が考えにくい
中学生にとって影響を及ぼさなかったのではないかと考
えられる｡
まとめ
宮崎・西川 (2004) は, 自分の在り方や生き方につい
てはっきりした考え方を持つことは, 積極的・計画的に
自らの進路を選んでいこうとする姿勢につながるが, 現
実にあるいくつかの選択肢との調整をしているような,
より具体性の高い課題についての自信を高めるまでには
至らないと述べている｡ しかし, 高校生活の楽しさや魅
力によって進学が動機づけられている生徒ほど現在の生
活や未来を肯定的にとらえている (石嶋・橘川, 2007)
ということを考えると, 中学校における進路指導におい
ては, 初めて経験する高校進学への不安を取り除くよう
な具体性のある学習とともに過去の失敗を負の体験とし
てとらえるのではなく, 自らの未来を拓くために必要だっ
たという肯定的な位置づけができるような支援が重要で
あるといえる｡
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進路意識・環境適応に関する質問項目
【進路選択の決定・相談にかかわるもの】
１ 卒業後の進路選択 (進学または就職) は自分で決められそうだ｡
２ 進路決定には､ 親や家族との相談が大切だと思う｡
３ 進路決定には､ 先生方との相談が大切だと思う｡
４ 進路決定には､ 友人との相談が大切だと思う｡
５ 自分は､ 希望通りの志望校や就職先に行ける自信がある｡
【学習成績への満足感と学習への効力感にかかわるもの】
６ 自分は､ 学習する能力 (勉強する力) はあると思う｡
７ 自分は､ 学校での成績に満足している｡
８ 自分は､ 学校での現在の成績は､ まだ実力を出し切っていないと思う｡
９ 自分は､ 学習成績はあまり気にならない｡
10 学習 (勉強) したら成績は上がると思う｡
【周囲の人々 (重要な他者) からのサポートの認知】
11 自分の周りの人々は､ 普段､ 自分のことをよく考えていれくれると思う｡
12 自分の親や家族は､ 普段､ 自分のことをよく考えていてくれると思う｡
13 先生方は､ 普段､ 自分のことをよく考えていてくれると思う｡
14 友達は､ 普段､ 自分のことをよく考えていてくれると思う｡
15 周りの人々は､ 自分のことをもっと考えてくれればいいのにと思う｡
【日常の適応感､ 自己効力にかかわるもの】
16 学校生活は楽しい｡
17 友達と一緒にいると楽しい｡
18 自分は､ あまり悩みがないほうだ｡
19 自分の悩みは自分で解決できるほうだ｡
20 自分は､ 何事に対しても自分でやっていける (解決できる) 自信がある｡
